
 

  

 

食品ロスゼロチャレンジ！ 
令和５年10月 1５日から10月２８日実施 

鈴鹿市環境部環境政策課 
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食品ロスゼロチャレンジ！結果 

広報すずか令和５年９月５日号等において，新規モニターの募集を１０月３

日まで行いましたところ，６４世帯の応募がありました。すべての応募者に記入

シートを発送しましたところ，６１世帯（以下，「１年目参加者」という。）か

ら提出がありました。 

また，令和３年度、４年度の参加者２９１世帯に記入シートを発送したところ，

２３７世帯（以下，「２、３年目参加者」という。）から提出がありました。 

今年度は，１年目参加者と２、３年目参加者を合わせて２９８世帯に参加いた

だきました。 

以下に集計データの結果を示します。 

 

１ 食品ロスゼロ達成者数 

チャレンジ達成者は５６世帯（約１９％）でした。調理前に捨てた食品のみで

は８２世帯（約２８％），調理後に捨てた食品のみでは１５１世帯（約５１％）

でした。 

  参加者 
ゼロチャレンジ 

達成者 

調理前の食品 

チャレンジ達成者 

調理後の食品 

チャレンジ達成者 

１年目 

参加者 
61 世帯 

11 世帯 14 世帯 30 世帯 

(18%) (23%) (49%) 

２年目 

参加者 
87 世帯 

18 世帯 24 世帯 43 世帯 

(21%) (28%) (49%) 

３年目 

参加者 
150 世帯 

27 世帯 44 世帯 78 世帯 

(18%) (29%) (52%) 

合計 298 世帯 
56 世帯 82 世帯 151 世帯 

(19%) (28%) (51%) 

 

２ 食品ロスの種類別割合と廃棄理由 

（１）調理前に捨てた食品 

調理前に捨てた食品で，廃棄されたことが一番多いのは野菜類で５３．５％で

した。次が，果物類１３．４％，大豆加工品４．８％，肉類４．２％，乳製品４．

２％，水産物２．７％，その他１７．３％でした。 

廃棄が目立った食品は，キャベツ，きゅうり、ピーマン、柿、たまねぎ、にん

じんでした。廃棄理由で多く挙がったのは，品質劣化によるものでした。改善策

として多く挙がったのは，在庫の把握、保存方法の工夫、期限の確認でした。 
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野菜

53.5%

果物

13.4%

肉類

4.2%

大豆加工品

4.8%

乳製品

4.2%

水産物

2.7%

その他

17.3%

調理前に捨てた食品の

種類

（全体）

野菜

57.6%

果物

15.2%

肉類

2.0%

大豆加工品

5.3%

乳製品

4.0%

水産物

0.7%

その他

15.2%

調理前に捨てた食品の

種類

（1年目参加者）

野菜

48.6%

果物

18.3%

肉類

5.1%

大豆加工品

4.0%

乳製品

5.1%

水産物

4.0%

その他

14.9%

調理前に捨てた食品の

種類

（2年目参加者）

野菜

54.2%

果物

10.1%

肉類

4.6%

大豆加工品

4.9%

乳製品

3.8%

水産物

2.9%

その他

19.4%

調理前に捨てた食品の

種類

（3年目参加者）
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（２）調理後に捨てた食品 

調理後に捨てた食品で，廃棄された回数が一番多いのは主食と副菜で２９．

７％でした。次が主菜１８．２％，汁物８．９％，その他（果物等）１３．４％

でした。 

廃棄理由で多く挙がったのは，食べ残しによるものでした。改善策として多く

挙がったのは，適量の盛り付け，必要数量を調理・購入でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主食

29.7%

主菜

18.2%

副菜

29.7%

汁物

8.9%

その他（果

物等）

13.4%

廃棄された調理後に捨てた

食品の種類（全体）

主食

20.7%

主菜

19.6%副菜

28.3%

汁物

10.9%

その他（果

物等）

20.7%

廃棄された調理後に捨てた

食品の種類 (1年目参加者)

主食

32.8%

主菜

18.8%

副菜

25.0%

汁物

11.7%

その他（果物等）

11.7%

廃棄された調理後に捨てた

食品の種類（2年目参加者)

主食

31.5%

主菜

17.4%

副菜

32.8%

汁物

6.6%

その他（果物等）

11.6%

廃棄された調理後に捨てた

食品の種類 (3年目参加者)
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3 食品ロスの発生量と金額 

（１）調理前に捨てた食品 

全世帯（２９８世帯） 

 総廃棄量  約１２０，１７１ｇ 

総廃棄金額 約６１，３２２円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約４０３ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約２０６円 

 

１年目参加者（６１世帯） 

総廃棄量  約２１，５８２ｇ 

総廃棄金額 約８，４６４円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約３５３ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約１３９円 

 

２年目参加者（８７世帯） 

 総廃棄量  約２７，４７９ｇ 

総廃棄金額 約１０，４３７円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約３１６ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約１２０円 

 

 ３年目参加者（１５０世帯） 

  総廃棄量  約７１，１１０ｇ 

  総廃棄金額 約４２，４２１円 

  １世帯あたりの平均廃棄量  約４７４ｇ 

  １世帯あたりの平均廃棄金額 約２８３円 

  

  

  

約286ｇ

約402ｇ 約403ｇ
約353ｇ

約316ｇ

約474ｇ

約210円

約277円

約206円

約139円 約120円

約283円

R3年度

全体平均

R4年度

全体平均

R5年度

全体平均

R5年度1年目

参加者平均

R5年度2年目

参加者平均

R5年度3年目

参加者平均

調理前に捨てた食品 １世帯あたりの平均

１世帯あたりの平均廃棄量 １世帯あたりの平均廃棄金額
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（２）調理後に捨てた食品 

全世帯（２９８世帯） 

総廃棄量  約４６，１９９ｇ 

総廃棄金額 約４１，４４０円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約１５５ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約１３９円 

 

１年目参加者（６１世帯） 

総廃棄量  約９，３７４ｇ 

総廃棄金額 約６，９８５円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約１５４ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約１１５円 

 

２年目参加者（８７世帯） 

総廃棄量  約１０，３８５ｇ 

総廃棄金額 約９，９９２円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約１１９ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約１１５円 

 

 ３年目参加者（１５０世帯） 

  総廃棄量  約２６，４４０ｇ 

  総廃棄金額 約２４，４６３円 

  １世帯あたりの平均廃棄量  約１７６ｇ 

  １世帯あたりの平均廃棄金額 約１６３円 

 

 

  

約157ｇ 約160ｇ 約155ｇ 約154ｇ

約119ｇ

約176ｇ
約166円

約144円 約139円

約115円 約115円

約163円

R3年度

全体平均

R4年度

全体平均

R5年度

全体平均

R5年度1年目

参加者平均

R5年度2年目

参加者平均

R5年度3年目

参加者平均

調理後に捨てた食品 １世帯あたりの平均

１世帯あたりの平均廃棄量 １世帯あたりの平均廃棄金額
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（３）全体（調理前と調理後に捨てた食品） 

全世帯（２９８世帯） 

総廃棄量  約１６６，３７０ｇ 

総廃棄金額 約１０２，７６２円  

１世帯あたりの平均廃棄量  約５５８ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約３４５円 

 

１年目参加者（６１世帯） 

総廃棄量  約３０，９５６ｇ 

総廃棄金額 約１５，４４９円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約５０７ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約２５３円 

 

２年目参加者（８７世帯） 

総廃棄量  約３７，８６４ｇ 

総廃棄金額 約２０，４２９円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約４３５ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約２３５円 

  

 ３年目参加者（１５０世帯） 

総廃棄量  約９７，５５０ｇ 

総廃棄金額 約６６，８８４円 

１世帯あたりの平均廃棄量  約６５０ｇ 

１世帯あたりの平均廃棄金額 約４４６円 

 

  

約443ｇ

約562ｇ 約558ｇ

約507ｇ

約435ｇ

約650ｇ

約376円
約421円

約345円

約253円 約235円

約446円

R3年度

全体平均

R4年度

全体平均

R5年度

全体平均

R5年度1年目

参加者平均

R5年度2年目

参加者平均

R5年度3年目

参加者平均

全体(調理前と調理後に捨てた食品) １世帯当たりの平均

１世帯あたりの平均廃棄量 １世帯あたりの平均廃棄金額
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４ 食品ロスゼロチャレンジアンケート結果 

 

 

 
 

知っていた

83%

ある程度知ってい

た

14%

あまり知らなかった

2%
全く知らなかった

1%

（２）食品ロスについて以前から知っていましたか

単身

6.0%

2人

29.1%

3人

24.1%

4人

28.1%

5人

9.4%

6人以上

3.0%

無回答

0.3%

（１）世帯人数を教えてください
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（３）食品ロスを「もったいない」と感じますか。 

 

（４）「食品ロスゼロチャレンジ」を何で知りましたか。 

 
 

 

はい

100%

いいえ

0%

広報すずか

79%

市公式SNS

（Twitter・

Facebook）

3%

チラシ・ポスター

7%

その他

11%



 

9 

 

（５）「食品ロスゼロチャレンジ」に参加しようと思った理由を記
入してください。 

 

 

 

（６）モニター期間中の食品ロスの発生量や頻度は，普段と比べ

て変わりましたか。 

  

自身の食品ロス量の

把握のため

18%

食品ロスに興味が

あったから

18%

子供の教育のため

3%

食費節約のため

9%

食品ロスへの意識を高めた

かったから

11%

食品ロスを減らした

かったから

9%

気軽に参加でき、ギ

フトカードなどがも

らえるから

16%

過去に参加したことで、食

品ロスについて見直すきっ

かけになったから

15%

その他

1%

減った

52%
変わらない

43%

増えた

4%

未回答

1%
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（７）モニター期間中，食品ロスが発生しないように工夫したこと

を記入してください。 

 

（８）食品ロス削減に向けて，今後取り組みたいことはありますか。 

 

在庫や必要なもの

を把握してから買

物に行く

23%

必要な量を購入

し、調理する。

14%

在庫があれば、特

売品があっても買

わない

8%

献立を決めてから

買い物に行く

5%

期限が近いものを見やす

い場所に置く

13%

冷蔵庫等の保管場所

を整理整頓する

16%

食品に付箋を貼り、期

限を把握する

2%

食べられる量を盛

り付ける

5%

余ったものはお弁当のおか

ずやリメイク料理する

12% その他

2%

保管場所の整理整頓

18%

てまえどりに協力

する

8%

計画的に購入する

16%

保存方法を工夫する

14%

割高でも使い切れ

る小サイズを購入

6%

特売品で安くても

消費しきれい量を

まとめ買いしない

12%

料理のレパート

リーやアレンジを

学んで活用する

10%

家族で協力してロ

スを削減する

8%

食品ロスの大切さ

を広める

4%

野菜くずを肥料に

する

3% その他

1%
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※（9）（10）（11）は，２、３年目参加者(２３７世帯)のみご回答をお願いしました。 

 

（９）食品ロス削減の大切さについて，知人など周囲の方に周知して

もらいましたか。 

 

（１０）WEB アプリ「食品ロスダイアリー」は，活用されていますか。 

 
 

 

はい

77%

いいえ

22%

未回答

1%

はい

5%

いいえ

95%
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（１１）過去 1年間で，WEB アプリ「食品ロスダイアリー」をどな

たかにお勧めしましたか。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい

5.1%

いいえ

94.5%

未回答

0.4%
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（１２）意見や感想等 

 

・チャレンジ期間になるといつも以上に意識をするのでロスが減って意識付

けは大切だと実感します。 

 ・手前取りや見切り品を買うようにして、当日使うものはその中で調理してい

くようにしました。もっとレパートリーを増やしてうまく使いこなしたいで

す。 

・食品ロスゼロチャレンジ！、今回も参加できてよかったです。定期的にこの

ような機会があると振り返りや反省点など前回以上に頑張ろうと思えます。 

・子供も食品ロスの活動をよく理解していて、普段から食事を残そうとすると

「食品ロスだよ」「じゃあがんばって食べる」や「じゃあだれか食べて」と

捨てずにありがたくいただくことを分かっており、参加してよかったなと思

っています。 

・購入した食品については、随時、こまめにチェックする必要性を痛感しまし

た。 

・忘れた頃に食品ロスについて考えるいい機会。来年以降もぜひ続けたい。 

・"慣れてきた"からと軽視せず、しっかりとした意識をもって取り組むことが

大切だと思った。家族にも声掛けし一緒にモニターの期間を過ごしてもらう

ことで真剣に取り組むことができた。 

・物価高になりロスのないように考えて買ったりしたいと思いました。これか

らはよく見て量より値段を気にせず買います。 

・傷みやすい野菜を買うときは少量サイズを、保管場所も手前にしてロスを意

識しました。詰め込まず隙間ができるくらいにするのがコツだと思いました。 

・昨年参加させていただき、食品ロスは自分だけでなく他の方にも広めていく

ことが大切なんだと思い、今回は、いや前回から今回まで友人や知人に食品

ロスの大切さややり方を伝えてきました。 

・初めて参加しましたが、自分では捨てていないと思っていたけど、ゼロでは

なかったので工夫してゼロを目指そうと思います。外食するときも食べられ

る分だけ注文しようと思いました。 

・自分が普段からどれだけロスしているのか見直すことができました。私は、

冷蔵庫にホワイトボードを貼ってあるので、そこに食品の賞味期限を書きま

す。週に２～３回は買った物の期限を確認します。 

・私はイオンで食品関連の仕事をしていますが、廃棄食品が多く、いつももっ

たいないと思っています。どこの小売店でも同じかと思いますが、本当に改

善に取り組み、無駄をなくしたいです。 

・食品ロスの取り組みを通して新しく献立を考えたりできて良かったです。 

 

※四捨五入の端数処理の関係で計算結果が合わない場合があります。 


